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ベクチン醗酵に 就 て第5報
酪酸薗によるぺクチシ質の分解 (1) 
小津潤二郎 ・宇佐美四郎
1.緒 言粛の中でペクチン質~含有しτ
ゐる植物置が腐敗する時酪酸菌によって先づ執
撮化するot.かし酷殺菌によるペクチシ置勝は
観雑な保件によって左右せられ其の捜槽に就て
は殆r分ってゐない。恥sohmann(I)も遁ぺてゐ
るように臓は酷酸菌の純粋堵穫では十分に酪酵
されないコこの機構ぞ研究するのには先づ賓際
仁自然の肢聴でrんな風に時障が進行してゐる
むのか大艦の観察をしτおく必要があり之i二就
て貰験室的指研究￥二己仔ったb賓験室的なも
のさ賓隙の揚合では勿論母車はあるじちがいな
いが根本的な臨時の機構にば差異がないさ言う
観定の下叫研究奇行った。
2.皮麻の藤酵蚊態
s.路3孝獄般の観察 5cmの長さに切断した
制鮮産青木種夫嵐(皮廊)10g;a.内需5.5clUの試
劉瓶に取り O~Oi%のぺプトン水 25ùcc -å>加え綿
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2.22 I +0.3' 
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2.，61 I +0.36 
2.4，5 I +0.3' 
栓して 3).0に保温し1日1回の按謹を行いな
がち路簿せしめそのJtI(態を時間的に観察したq
pl:I及 Ehは1日1回の援置直後に測定した3
pHは指示製法により Eh時白金線令浸水液の
中央に掃入して測定t.-r-l酸度は真に軽〈捜搾
した後浸水液や取って煮沸しながSフエノルア
タレン及び Nj10NaOH じで滴定t.， 10也:c，こ封
する N/11)・NsOHの滴定値を以て表し士。結果
や第1表-l.>m.:t;)• 
浸水後9時間頃まで皮蹴や液の中め瓦斯排出
が行われる。之は無菌的に行つでも見らt.lJl、泡
であるg この瓦斯は乾葉や用ひな場合さ遣っτ
衣の徴生物による瓦斯費生の時期迄連鎖しない
で中止する。 2・時間頃より徴生物による瓦斯が
聾生し;始めるがこの時聞は揚合によって?っき
早かったり又遅い揚合もあるq 酪酵してゐる別
の浸水波書吉1滴浸水時i二入れてやるさ泡吐きは
管し〈早くなる3瓦斯費生は72時間頃まで行わ
れ鏡面は泡で蓋めれる。しばも〈中止じ以後悼
大きな泡が非常に按漫に排出する。表面は泡で
査われ忍様な事はない与皮膜は泡付後主に細菌
かち出来すこものが現れ振遊1': Q~72時間後t二は
消失すゐが 120時間以後産膜階ほが繁殖しTco
〈ペプトンCり多いJjが溜濁が著し〈皮膜も厚い〉
.浸水液中i二は6時間目頃かち建鎖した拝菌が見
えるが18時間以後は種:々の形の拝菌、球菌、降母
が認められた2 酷酸菌は初めから皮廊じ附着し
て居り形成居の側から侵入する。:Ruscb'm阻号等
のpl&J'l甘'id訟mのSP(町angia拡36時間頃から皮崩の
内部に密集して繁殖Lて来るが7'2時間以後は典
型的なものは殆ど認、められなかった9之さ形が
建った程キの酷酸菌が'P1ectri必utlの見ちれなく
なうた後iこも認められるが皮廊の内部にg密集し
て来るような事はない3執れも胞J子は端叉は端
t二兎〈形成されτゐるq 皮臓の柔軟化は4創寺間
頃より徐々日行われ408時間頃浸水の目的が遺
せられねo(¥1.1%ベプトン水の場合は36時間関
より柔軟化し始め192時間頃に大糧完了LすこJ
-26- E良型住研究 費臨3Se 第1蛾 26..:.29頁 19(8) 
pHは泡付さ共に念激lニ下降するoEhも同時iこ
. : .0. 28Voltまで下り瓦主任費生の桝る頃から+の
側に移らq 其以後 Ehは型化し晶可個々の掛合
で遭った結果を得たが大睦十(}.SOー +0.舶の聞
や移動したo~度はEyre\均等のような曲線は査
かなかった。試料や少〈用いた露~皮臓は撃の
事合さ異つで組績が柔軟化しすこ後溶波の方に崩
壇し易い揺であろらq 浸水波の表面t二兎い島さ
漂い島さで』式教度が大分建つτゐるq 径 3.0cm
の圏筒瓶i二0.01%ペプトン水省?加えτムさ同じ
割合で液の深さ.:t-10cm乏して浸水し掻麗する
事な〈表面から 1岨及底より lcmの底から被告
取って献度そ淑1定し夏lこ揖枠し事こ揚合の酸度さ
を比較しすこ3結果は第2表の遁りであiる司
第 2 表
|特則i 暦|下
I ，144 I 2.02 I 3.55 
I 192 I 2.議 I 3.60 
又同じ倒筒瓶t二同上の割合で液渚 3.0叩及
15.0cm さぼるように皮蹴ぞ加えて浸水の爾者
の限度(捜狩後に測定3を比較しfニ結果は第S
衰の遁りである。
第 3 表
時 関 液 情 15cmI被 届 30m
96 3.14， 2.00 
168 3.66 2.65 
312 3.98 0.99 
液居~3cm さしたものは初め酸度は槍加する
が後に減少したJ 3及4表より蓮積的に建築す
るRo叫法三同じ〈表面に近い血戸時袋誌の接
鰯じよづて酸度の減少する与が分Ô~ 表面lニ器 、
い都分は徴と七月勿の分布が*'j遺ιてゐるようであ
。被や振遺する事な〈浸水した揚合表面直下の
皮麻は下屠のもの民較ぺて柔軟化が多少早〈行
われるようである2 浸水の終り頃酸度が念に婚
加する事があるが之は繊維の周園の柔組織が崩
壇する震であろう q 要するに酸度は(間キの揚合
によって費異が著しい司
が同じ膏木種夫廊でも試料によって醸降の獄態
τ多少易?て来る。赤木種大蹴は青木種に較べ
臨時され蜂"'J司じt条件で覧験した結果によれ
ば11.1%ペプトン水を加えすこ揚合でも3Rf'時閉そ
要したo青木種さ赤木種や混合して浸水した場
合赤木積の柔軟化が促進される事から赤木種ぞ
皐濁に隠降する揚合開醇が遅れるのは酷酸菌の
繁殖が十分でなνさ想像されるo
b.温度の藤容 外国の傑件の命温度は酪障
の献態l二影響や及除・す也管木種皮蹴を用いて25
倍のO.Ol，~ベプトン水~如え上さ同じ傑件ぜ浸
水した結果を第4表t二示す。
第 4 表
吋3王 2700 3000 I 3600 班 IpH 間 IpH I研 IpH 
18 一 6.7 一 6.5 一 6，生 + 5.o 
24 一 6.包 土 6.4 . + 6.2 + 5.3 
36 土 6.5 + 6.0 + 6.ι -← 
48 土 色.'4 + 5.2 +' 4.8 + 生.4
72 + 6.1 + 4.6 + 4.4 一 4.3 
96 + 5.盛 一 4.5 一 長.4 一 4.3 
120 十 5.2 一 4.4 一 長.4 ~ 4.3 
144 +‘ 5.1 -ー4.4 』 '.6 一 4.4 
168 + 5.0 一 4.4 一 4.6 -・司 '.4 
192 土 4.6 一 4.4 一 4.6 一 4.4 
240 一 4.6 
312 一 4.5 
温度の高いものは泡付カ洋<pHの下降副早
〈行われる。 20・03500の損合も Euschnumnの
plectridiumが認められた3柔軟化ほ 35"0のも
のは 19r.時間巳τ殆ιど完7した9泊。03'・0の
ものは稿不十分であり 20・Cのものは35・0のも
のさ同程度に酪時されるのt二312時間ぞ要した。
0， i集水主主の他の影響 亜臓の浸水には重か
ら可溶性の物質が出る馬t二臨時が遅れ繊維の賞
が悪〈なる15言われτゐる。縫って嵐l二撃すする
水量及換水が問題i二なる。皮廟に鼠て0.01%ペ
プトン*~用いて行『った結果は第5去の遁りで
ある。
皮臓に謝しては槙水iニよって酪酵がかえっτ
譲れる。水量も影響ぞ及ゆすように思われなか
ったq皮臓は霊に較べτ可溶性物質が少い錫で
あろう q
3・;J;.廊茎及亜麻茎の麓酵獣態
".大麻華の揖合大腕章ぞ 5佃h に切 ~lõg
-a>20倍の水道水i二加え皮麻め揚台tE同様な様件
- ~ï- く27)、
第 5 表
液20倍:if 証..... 時間 日brs 温bro 話1)倍
問 IPH問 lpEl瓦斯IPH問 IpH問 Ip宣
18 一 6.1 一 6.8 一 6.，1 一 6.6 一 6.41 
24 + 6.2 一 6.4 + 6.2 + 6.3 + 6.2 
36 + 6.o + O.6 ‘.+ 6.o + o.F + 5.~ 
もー + 
4.ト + 4.9 + 4.8 + 4 . ~ + 
72 + 4.4. 4.1) 5，8 + 4.4 + 4. 
96 ー 4.4 一 4.4 一 4.6 一 4.4 一 4.6 
HIIl 一ム一 4.盛 一 4..5 一 4.4 一 4.[> 
]4岳 一 4.5 一 4.4 一 4.4， 一 色.1.ー 4..4 
1~ 一 4，.5 一 4.4 一 '.4 一 40.4 一 4.' 
192 一 4.5 一 4.3 一 4.3 一 4.6 一 4..4 
第 6 表
pH Eh 
。 + 6.7 0.14 キq.品S
s + 日.4.
6 + ， 6.4 
9 + 6.2 ， 
J，2 + 5.6 0.28 +0.31 
.8 →- 5.1 0.35 -0.29 
記4. + 長.5 0.44 -0.28 
8u + 長.1 0.70 -0.26 
品8 + 4.1 0.95 -0.25 
72 + 4.1 1.29 -0.25 
96 +' 4.1 1.52 -0.24 
1町】 土く+) 4.2 1.76 +0.23 
~U まC+l 4.2 1.98 +0.32 
168 + 4.2 2.21 +0.27 
192 + 4.16 2.28 +O.25 
240 + 4.15 2.24 +0.12 
18 + 4.15 2.]8 +0，31 
持8 + 生.15 2.10 +0.36 
で酪惇せしめ?こ結果は第6表の遁りである。
動理的な瓦斯排出は泡付まで慎<0- EIlの上
昇する頃から輩鉱底t二沈むq 初め明瞭な皮膜は
主主じ屯かったが 120時間以後産膜降母が費生し
た.tJ>H，Eh は皮臓の揚合~あまり差がないo 48 
時間後から恥sehmJ!ofIn等の plectridiumのspo-
fangisが認、められEIlが上昇する頃から，之細菌
の胞子の載が多ぞなるq 椛且の中にち plec仕idium
j)~繁殖して来る、業の他の酷酸菌も認められ
大酸度は戸，yre等の曲線に大砲類似するか液
が浅い震に終りに低下する傾向ぞ示した唖靭皮
の柔軟化は.2時間頃から徐々に行わが!l40時間
頃大腫完了しすこ奇
d.亜嵐童の揚合 候件は上さ同じ。結果を
第7表に示ιすこ。
-第 7 表
時間 主E新 pH 酸 )k Eh 
。 -← 7.0 σ.10 
3 4、 6.8 
6 + 6.8 
9 + 6.8 
12 +・ 6.6 0.21 +Q.34 
18 + 6.4. 0.24 -+.0.29 
24 + 6.3 0.28 +0.28 
36 + C.1 0.37 ーO.出
48 + 5.7 0.49 ー0.31
守2 + 6.0 1.23 四 0.18
96 一 4.9 1.76 +{l.89 
120 一 4.9 1.~ +0.32 
144 一、 4.9 1.73 +0.31 
168 ー 6.1 1(40 +0.32 
192 一 6.2 1.29 +0.30 一 ー
大廠の揚合さ異つτ靭皮の中じplectridiulllが
密集して来るような事はなく非常に少~~ó 反封
に胞子が terDUnal又は sub"rmiualな酷酸菌 (4
-7xO'. 7~ 1.3μ)ìi多〈酪障の殆ど尋問に亘つ
T認められねョ柔軟化は大臓の揚合i二較べて早
< 144時間頃終つ先opHは大廟の揚合に較べて
y高〈酸度は Eyre等の曲線i二大韓似てゐる治決
蹴輩の揚合さ同様終りに減少したー
4. 7.1<回紋態に於る緑肥の初期分解 ペ
クチン質は緑肥の1 ft分の中少部分であるからこ
の初期の分解はあまり重要なものさは考え‘られ
ない。 150∞の三瓶l二風乾細土 C大康食業研究
所水田土壕)90g約 2mmの長さに切断した彊廊
O.，45g絹藁け.45g乾燥し允紫雲英AO.45gBυ.2ug 
そ加え撹持して夫々に水道水90ccを加古Lコルク
栓そ施い 3l)OO1:"放置しτ陪時，'IJ(膿-r観察し
た。結果は第8表に示す遁りである。
同じ憐件で土壌を加え?に水道水 140∞を加
えて臨時しすこ結果は第:9去の通りであるoili蹴
A は 7.0gB は O.7g藁はO.7g紫雲英Aは0.7g
BはO.3g0 はO.3gに沈降炭成長蔵O.05gD は
(28) -118-
J 
• 
第ち表
日 敏 。1 i 2 1.4 I 7 114 21 
土 到新 土 土 土 ま 土 + + 
r重燭、苦 pH 6.4 6.5 6.6 6.9 7.宮 7.4 7.4 
照、J Eh 0.50 0.39 0.31 0.25 0.11' 0.11 0.08 
~I :!t斯 士 +i土)1+<土〕 土 土
7+036A1 7+ 8pH 6.6 6.{ 6.7 6.9 7.η 
隊 Eh 0.50 0.39 0.2~ 0.12 0.11 0.0~1 0.0'ヲ
主主新 土 土 土 士 主 + 
:. pH 6.4 6.4 6.4 7.0 7.2 7.3 
Eh n.5 0.39 0.29 0.23 0.12 0.Ci7 0.(.7 
紫型車 瓦斯 士 +(土 +(士)
土 土 + + 
英 .pH 刊.('， 6.1 6.8 7.泊 7.2 7.2 7.6 
:I(A) Eh 0.5し 0.37 0.24 0.1!< (1.09 0.16 0.0.5 
'書E官 弐斯 土 +(土)+(土) 土 土 + + 
寺 pH 6.5 6.o 6.6 7.2 
7.2 7.~ 7.' 
Eh 0.5η 0.3F 0.26 0.12 0.10 O.OF ().O 
0.3gに風乾細土 O.05g制時、こものであるぷ
紫雲英は]-2日の間水の揚合も土壇令加えた
揖合も1、量の瓦斯が費生する。土壌を加えすこ損
合14.日に認められる瓦斯費生は繊維素酪障さ考
えられ初のものさ匝別せられるQ rettingの揚合
~J司様に初め紫雲英韮葉の中じ付町:trldium其怖
の酷酸薗が見出され東軟化する Q ;1)<.のみの場合
拡瓦斯費生さ共に Eh が....I~なるが土壌を加注
文揚合は例外はあったが1-2日目じなるやうな
事はなかっ化。土壌のみの時より紫雲英其の他
￥加えた時の方が Ehが梢キ低い傾向を示した
j/'終ではあまり差はなかっ大。之は土療中に有
横物が多かった揺であろう。森田氏〈めの結果に
j較べて爾者の差があまりはっきりしなかっ't:a.
小野寺氏仰は蔀雲英に水のみを加えて隠障した
揚合下降しに pHが上昇しない鋳i二繊維素陪酵
1附われない司小量の提酸右灰を加えに揚合l二
めみ随障するさ君ってゐる。著者の揚合は之さ
反劃じ紫雲英の小量の揚合 (B及D)ー 度τ降し
すこ pHは上昇して織縁素酪障が行われる場合が
多かった。炭酸石灰ぞ加えた掛合。〉及紫雲英
の多い損合 (A) は 8 附~1ぞ pH が上昇し 2 ナ
月放置したが瓦斯は費生しなかったa
即ち分解液の pHが6，(J土0.(δ以上さなる揚
第 9 表
日放 1.0 1 
1 2 I 4f.7 14 ~ 
豆 叉1lr + + 4・ 一 一 一 土
腕 pI- 6.7 6.3 5.2 4，9 5.0 5.() 5.0 
くA)Eh 。.5J O.IE -内V.向0' 0.81 . O.詰60.22 0.21 
豆 瓦斯 -4・ + + 一 一 一 一
跡 pH 6.7 6.3 6了2 6‘4 6.6 6.9 7.2 
くB)Eh 0.49 0.34 0.12 0.3' 0.12 0.20 0.11l 
主主斯 + + 土 一 一 一 一
司‘
pH 6'.7 6.4 6.2 5.9 5.7 5.o 6もO
Eh 0.49 0.12 0.2' 0.1F '0.1~ 0.18 0.18 
雲紫 瓦斯 →- + :f 一 ー 一 一
英 pH 6.7 4..7 4.6 4-;G '.5 盛.8 6.9 
くA)Eh O.4~ ー り .2~ 0.24 0.2ト 0.23 0 ・ 201 0 ・ 1~
S紫E 主主斯 + →= 土 一 一 一 + 、
実 pH 6.6 5.2 4.6 ι.5 4.9 6.0 6.3 
くB)Eh 0.49 -0.25 0，.26 0.29 0.21 0.19 0.1Il 
紫雲 瓦斯 + + 士 ー 一 一 一
英 pI王 6.8 5.6 5.' 5.6 6.4 7.0 8.0 
(O~ Eh 0.49 -0.26 0.2C 0.28 0.2， O.~O 0.18 
糠 王q斯 +' + 士 一 ー 一 + 雲
pH 6.6 5.2 '.6 4.5 4.7 5.' 6.2 英
くD)Eh .0.49 ....0.26 0.26 0.29. 0.22 。.180.18 
合でもペクチン臨障に積いτ融維素韻降が起ら
ない事がある。
5..摘 要属類を浸水する時種キの形の酷
酸菌が索直徴鏡下に見られたが之等iま酷酸菌¢形
の費化したものか異種の酷酸菌であるか分らな
h、a
大臓に pl印刷di阻が密集して来るがifi雌で
は Ruschm-annの報告別さ異わこのような損合
は見られなかった白
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